
 

 

 

 

第 67 回 車 座 集 会 
― “落ち葉”でつながる宮前区 ― 

 

 

１ 参加者紹介・市長あいさつ         （10：00～10：10） 

 

２ 落ち葉に関する公園管理の現状と課題の共有 （10：10～10：20） 

 

３ 落ち葉の活用事例等の共有         （10：20～10：45） 

 

４ 意見交換 

  ・落ち葉の現状や区内の取組事例等について （10：45～11：15） 

  ・落ち葉の更なる活用に向けた持続可能な取組について 

  （11：15～11：50） 

 

５ まとめ                  （11：50～12：00） 

 

令和 6 年 3 月２４日（日）午前１0 時から 

宮前平こども文化センター 

 

 



令和６年３月２４日
宮前区役所

第６７回 車座集会（宮前区）

テーマ：「“落ち葉”でつながる宮前区」



本日のプログラム

1

01

（１） 落ち葉に関する公園管理の現状と課題

（２） 落ち葉の活用事例等の共有

（３） 落ち葉の更なる活用に向けて



本日のプログラム（１）
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（１） 落ち葉に関する公園管理の現状と課題

（２） 落ち葉の活用事例等の共有

（３） 落ち葉の更なる活用に向けて

✓



本日の車座集会の開催趣旨
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 宮前区はみどり豊かな公園が多く、公園の落ち葉の量も多い傾向にありますが、集め
た落ち葉については、これまで普通ごみとして捨てられていました。他都市では、落
ち葉を堆肥として活用している事例もあり、区内の方からも落ち葉を活用したいとい
う話も出ていました。

 こうしたことから宮前区においても、何か取り組めることがあるのではないかと考え
、令和５年度の宮前区の地域デザイン会議において、落ち葉の活用について関係者を
集めて議論し、実際に落ち葉を活用したイベントも昨年１１月に実施しました。

 本日は、こうした落ち葉の取組を紹介させていただき、御参加いただいている皆様か
ら御意見を伺いながら、落ち葉の更なる活用について市長と参加者の皆様で議論し、
この取組を区内に広げていくきっかけをつくれたらと考えています。

＜公園の落ち葉＞ ＜令和５年度宮前区地域デザイン会議＞ ＜落ち葉を活用したイベント＞



宮前区内の公園について
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 宮前区には、街区公園が201か所、近隣公園が5か所、風致公園が1か所あります。(R4.3.31時点)

公園種別 箇所 主な公園

街区公園 201 有馬さくら公園、有馬中央公
園、小台公園 など

近隣公園 5 有馬ふるさと公園、鷺沼公園、
宮崎第４公園 など

風致公園 1 東高根森林公園

街区公園︓半径250m程度の街区に居住する人々が利用する0.25haを標準とする公園
近隣公園︓半径500m程度の近隣に居住する人々が利用する2haを標準とする公園
風致公園︓主として風致（自然の風景などのおもむき、味わい）の享受の用に供することを目的とする都市公園

※公園面積5,000㎡以上の公園は、
公園の名称を表示しています。



公園の管理について
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 公園緑地等の運営及び維持管理については、各区の道路公園センターにおいて行っており、特に
公園及び緑道緑地の除草・清掃等の美化活動や公園施設の保全等については、主に町内会や自治
会等の団体で組織する「公園緑地愛護会」及び「公園管理運営協議会」に報奨金を交付し、ボラ
ンティア活動により管理されています。

公園の除草・清掃等の日
常的な維持管理活動を自
発的に行う団体として愛
護会を設立し、その活動
に対して報奨金を交付し
ている。

公園緑地愛護会

公園管理運営協議会

・公園の除草・清掃等の
日常的な維持管理に加え
て、樹木の下枝落し、低
木の刈り込み、軽易な遊
具の補修等の作業を行う。
・町内会等が行う盆踊り
やゲートボール等の利用
調整を行う。



他都市での落ち葉の活用事例（京都市スポーツ協会）
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 他都市での活用事例として、京都市スポーツ協会が管理している運動公園では、
毎年大量の落ち葉が出ており、「排出ごみの削減に向け落ち葉の有効活用を考え
よう」と公園の落ち葉を堆肥化する取組を市内５か所の公園で行っています。

 完成した堆肥は、スポーツフェスタ等、市民に配布し、ガーデニングなどにご活
用いただいています。

みんなのスポーツフェスタにおける落ち葉堆肥の配布実績

開催日 配布数

第１５回 平成３０年 ９月２４日 ３００名

第１６回 ２０１９年１０月１４日 ４００名

第１７回 ２０２０年１１月７日 ３６０名

第１８回 ２０２１年１０月３０日 ２００名

第１９回 ２０２２年１０月２９日 ２００名

スポーツフェスタや京の農林秋まつりで配布している様子

出典）公益財団法人 京都スポーツ協会HP



落ち葉等に関する公園管理の現状と課題について①
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宮崎第４公園 公園緑地愛護会

林 靖さん

発表者１

 宮崎第４公園の公園緑地愛護会の方に落ち葉等に関する公園管理の現状と課題に
ついて、説明していただきます。



公園（宮崎第４公園の場合）における落ち葉清掃の現状について
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 年に3回（６・９・１２月）近隣住民に声掛けを行って公園清掃を行っている。
 少ないときは５，６人しか集まらず、落ち葉を拾いきれないのが現状である。
 近隣の学校にも声掛けを行い、昨年９月の清掃では、３５名くらい来てくれた。
 例年９月は落ち葉が少ないが、それでも５０〜６０袋ある。
 １２月と３月はすごい落ち葉の量で、９時から１１時まで清掃を行っても、全部拾うことは
できない。落ち葉だけで１００袋くらいの量になっている。拾いきれない分も含めれば、実
際２００、３００袋の落ち葉がある。

遊具
エリア

野球場
エリア

こども
文化セ
ンター

・宮崎第4公園は、宮前区内に5か所しかない近隣公園で管理面積は2万㎡を超える大きな
公園です。少年野球場を併設、上段と下段を結んでいる散策路があります。
落葉樹の高木が多く植栽されています。

落ち葉が多いエリア



本日のプログラム（２）
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（１） 落ち葉に関する公園管理の現状と課題

（２） 落ち葉の活用事例等の共有

（３） 落ち葉の更なる活用に向けて

✓



区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介
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 区内の落ち葉（堆肥）の活用事例について、紹介していただきます。

有馬在住（落ち葉堆肥の取組を実施）

大島 京子さん

発表者２



区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（堆肥）の活用事例の紹介 （大島さん説明資料）
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区内の落ち葉（遊び）の活用事例の紹介
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 区内の落ち葉（遊び）の活用事例について、紹介していただきます。

南野川特別緑地保全地区管理運営協議会（野川はあも） 会長
（落ち葉等を活用した遊びの実施）

伊藤 菊代さん

発表者３



区内の落ち葉（遊び）の活用事例の紹介 （伊藤さん説明資料）
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 「野川はあも」は、野川にある緑を知る・学ぶ・遊ぶ・育てる・守ることを目的
に、主に南野川ふれあいの森をフィールドとして活動しており、緑地の保全活動
や誰もが気軽に訪れることができる「親しめる森づくり」を行っています。

 活動の中で、子どもが自然とふれあい楽しめる遊びも行っています。

落ち葉プール はあもビンゴ（フィールドビンゴ）



宮前区地域デザイン会議の開催
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 9月26日に地域デザイン会議を開催し、「落ち葉活用」をテーマとして、現在の
落ち葉清掃の現状や区内の取組等を踏まえながら、課題を整理しつつ、落ち葉の
「堆肥活用」と「遊び活用」に観点を分けて、今後どのように取組を進めること
ができるか区内の関係者と議論しました。

（１）日程 ９月２６日（火）１４時〜１６時

（２）内容
① 落ち葉の活用をテーマとした理由について
② 落ち葉に関する公園管理の現状と課題
③ 落ち葉の活用事例等の紹介
④ 落ち葉活用に向けたアイデア出し
⑤ 落ち葉の活用に向けた意見交換
⑥ 落ち葉の活用に向けたイベントの実施について



宮前区地域デザイン会議の意見交換について（堆肥活用）
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 担い手の確保が課題

 堆肥化する場所の確保も検討が必要

課題

 もっと気軽に堆肥づくりができるようにする
（決まったルールはない）

 落ち葉は毎年出るので、負担なく継続で
きるしくみをつくることが大切︕

 公園清掃にこどもに参加してもらい、堆
肥づくりや土に触れることを通じて、こども
がいのちの循環を感じる体験をつくる

 体験を通じて、楽しい︕と感じることが大
切

【落ち葉活用(堆肥)のアイデア出しまとめ】

堆肥化のアイデアやポイント



宮前区地域デザイン会議の意見交換について（遊び活用）
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 子どもにとって自然があれば遊びになる

 子どもたちに遊びを考えさせる

 ゲーム感覚で、チーム対抗で落ち葉を集
める

 親世代も一緒に遊ぶ

 落ち葉プールなどで、落ち葉に埋もれる
体験を増やす

 どんぐりや葉っぱを使った工作(どんぐり笛、
ドリームキャッチャー、公園素材でつくる顔
コンテスト等)

 元気なシニアの力を借りて道具からつく
るイベント

 堆肥の中にいる生き物を観察する

【落ち葉活用(遊び)のアイデア出しまとめ】遊びのアイデアやポイント



落ち葉を活用したイベントの実施
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 地域デザイン会議で出たアイデアや関係者との意見交換を踏まえて、11月25日
に実際に落ち葉を活用したイベントを実施しました。

１ 日程 １１月２５日（土）10時〜12時

２ 場所 宮崎第４公園

３ イベント協力者（主催者側）
・地域デザイン会議に参加してくれた方

４ イベント参加者
・宮崎第４公園を利用している市民等

５ イベントの内容
（１）みんなで落ち葉拾い

みんなで楽しく落ち葉を集める
（２）落ち葉プール

集めた落ち葉をプールに入れて楽しむ
（３）フィールドビンゴ

公園の中で自然にふれあうミッションをクリアしてビンゴをそろえる
（４）落ち葉堆肥づくりに挑戦

集めた落ち葉を植物の栄養になる堆肥にする



落ち葉を活用したイベントの様子①
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 イベント当日は、周辺にお住いの親子など、約９０名の方にご参加いただき、これまで捨
てていた落ち葉を、みんなで楽しく集めて、あそんで、学ぶことができました。

①2つのプールを用意
①最初は落ち葉プールに入るのをためらっ
ていた子どもたち

（１）みんなで落ち葉拾い （２）落ち葉プール

②みんなで落ち葉拾い

③集めた落ち葉をプールに投入 ④あっという間に落ち葉が一杯に
②慣れてくると落ち葉に戯れて無邪気に
遊んでいる



落ち葉を活用したイベントの様子②
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 ｢見る｣ ｢聞く｣ ｢かぐ｣ ｢味わう｣ ｢さわる｣の五感を働かせて遊べるフィールドビンゴの様々
なミッションを通して、公園全体を使って自然を感じながら楽しむことができました。

①フィールドビンゴのルールを説明しスタート

（３）フィールドビンゴ

③景品を選んでいる様子②ミッションを達成状況を確認



落ち葉を活用したイベントの様子③
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 落ち葉が堆肥になることを絵本を読んで学び、みんなで堆肥づくりにチャレンジしました。

①大島さんが作成した落ち葉が微生物に分解さ
れることが分かる絵本「落ち葉物語」を配布

②事前に収録した「落ち葉物語」の朗読の音声
(語り手︓手塚梓さん)を流し、みんなで傾聴

③プールに集めた落ち葉を運ぶ ④堆肥作りの囲いに落ち葉
を投入(3,4センチ程度)

⑤米ぬかと水を入れて子どもたち
が踏む（④と⑤を繰り返す）

⑥イベント実施後、大島さん
作成の看板を設置

（４）落ち葉堆肥づくりに挑戦



落ち葉を活用したイベントの様子④
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実際に当日のイベントの様子を
YouTubeで公開（3分28秒）していま
すので、ご覧ください！

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=25sFhRgLVRs
YouTube公開URL

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=25sFhRgLVRs


落ち葉を活用したイベントのアンケート結果と今後の課題
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 このイベントを通して、楽しみながら自然を感じ、学びも得られたという感想を多くいた
だきました。また、この取組を今後区内に広げてほしいという意見もいただきました。

 一方、堆肥作りした落ち葉は、定期的に攪拌させて発酵（半年から1年）させる必要があ
り、その管理は誰が行うのか、また、完成した堆肥を誰に利用してもらうかなどについて
、多くの方が関わり継続的に実施できる手法を考えていく必要があります。

 いつもは汚れるからと落ち葉で思い切りあそばせることは
なかったのですが、今日は存分に遊ばせられて良かったで
す！良い体験をさせていただきました。

 初めはおっかなびっくりだった子ども達が最後には落ち葉
の申し子のようにワイルドに戯れていたのが印象的でした。

 ３才なので全てが分からなくても、落ち葉を踏んで楽しめ
ました。また、それが栄養分になることを学べたようです。

 とてもいいイベントだと思います。宮前区全公園にコンポ
ストを設置してくれたらいいと思います。

イベントの感想(大人)

 おちばプールがおふろみたいで、とてもたのしかったです。
おちばをあつめるのがたのしかったです。

 おちばは、たいせつだとおもいました。あと、フィールド
ビンゴがたのしかったです。

イベントの感想(子ども)



本日のプログラム（３）
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（１） 落ち葉に関する公園管理の現状と課題

（２） 落ち葉の活用事例等の共有

（３） 落ち葉の更なる活用に向けて✓



落ち葉の更なる活用に向けて①
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 落ち葉活用イベント終了後に落ち葉堆肥の取組を広げる活動をされている事例
を紹介していただきます。

有馬在住（落ち葉堆肥に取り組み）

大島 京子さん

発表者４



落ち葉の更なる活用に向けて① （大島さん説明資料）
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落ち葉の更なる活用に向けて① （大島さん説明資料）
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落ち葉の更なる活用に向けて① （大島さん説明資料）
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落ち葉の更なる活用に向けて① （大島さん説明資料）
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落ち葉の更なる活用に向けて① （大島さん説明資料）

36

36



落ち葉の更なる活用に向けて② （庄田さん）
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 企業と協働で里山管理している水沢特別緑地保全地区の取組について紹介して
いただきます。

まいばすけっと株式会社

庄田 佳恵さん

発表者５



落ち葉の更なる活用に向けて② （庄田さん説明資料）
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落ち葉の更なる活用に向けて② （庄田さん説明資料）
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昨年


